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温室効果ガス等 
5-9-1 調査 
（1） 既存資料調査 
ア 調査事項 

・自動車交通量及び渋滞長の状況 

・旅行速度の現況 

・自動車旅行速度別二酸化炭素排出係数 

イ 調査方法 
以下に示す既存資料の収集を行った。 

・「平成 27年度名古屋市一般交通量概況」（名古屋市、平成 28年） 

・「平成 21年度名鉄名古屋本線（山崎川～天白川）連続立体交差事業に係る踏切交通量調査等

業務委託報告書」（名古屋市、平成 22年） 

・「平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査」（国土交通省道路局、平成 29

年） 

・「自動車交通環境影響総合調査報告書（平成 28 年度）」（環境省水・大気環境局自動車環境対

策課、平成 29年) 

ウ 調査結果 
事業実施想定区域における自動車交通量の状況及び調査区間は表 5-9-1、図 5-9-1 のとおりで

ある。踏切における交通量は表 5-9-2、路線別の平均旅行速度は表 5-9-3、名古屋市での人口集

中地区（DID）における昼間 12 時間平均旅行速度は表 5-9-4、4 車種分類による二酸化炭素の排出

係数は表 5-9-5、踏切の位置は図 5-9-1のとおりである。 

 

表 5-9-1 事業実施想定区域における自動車交通量の状況 

調査

区間

番号 

路線 観測地点 

昼間12時間 

交通量 

（台） 

24時間 

交通量 

（台） 

昼間12時間 

大型車混入

率 

（％） 

4 主要県道諸輪名古屋線 名古屋市南区本星崎町字大道 12,683 17,756 8.5 

8 主要市道名古屋環状線 名古屋市南区前浜通四丁目 20,685 27,925 13.5 

10 主要市道東海橋線 名古屋市南区薬師通二丁目 14,326 － 8.1 

13 一般県道緑瑞穂線 名古屋市南区大磯通二 2丁目 6,620 － 6.8 

14 一般県道笠寺星崎線 ※ 5,333 － 3.7 

15 一般市道弦月宝生線 名古屋市南区赤坪町 8,631 － 8.1 

注）1. 斜字は推定値、「※」は観測を行っていないこと、「－」は測定を行っていないことを示す。 

  2. 昼間12時間は7時～19時である。 

  3. 調査区間番号は図 5-9-1に対応する。 

出典：「平成27年度名古屋市一般交通量概況」（名古屋市、平成28年） 
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注）1．図中番号は、表 5-9-1に対応する。 

2．自動車通行のない桜６号、桜４号及び本星崎２号は予測対象としない。 

 

図 5-9-1 事業実施想定区域における自動車交通量調査対象路線の位置 

 

 

出典：「平成 27年度道路交通センサスについて」（名古屋市ウェブサイト） 
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表 5-9-2  各踏切の昼間 12時間交通量と最大渋滞長 

項目 昼間 12時間交通量(台) 最大渋滞長(m) 

道路名 踏切名 小型乗用 大型乗用 小型貨物 大型貨物 東方向 西方向 平均 

一般市道 

豊田新屋敷線 
桜５号 4,732 53 1,576 33 392 315 354 

主要市道 

東海橋線 
桜２号 10,661 96 3,236 1,162 616 581 599 

一般市道 

桜黒石線 
桜１号 387 2 85 16 119 0 60 

一般市道 

塩付線 
本笠寺２号 49 0 13 0 0 0 0 

一般県道 

緑瑞穂線 
本笠寺１号 2,501 15 747 163 168 224 196 

一般市道 

立脇粕畠線 
本星崎４号 656 3 122 23 21 126 74 

一般市道 

本城立脇線 
本星崎３号 464 0 196 22 49 91 70 

一般県道 

笠寺星崎線 
本星崎１号 1,095 0 398 64 112 119 116 

主要県道 

諸輪名古屋線 
鳴海８号 9,981 75 2,981 1,289 448 560 504 

注） ここでは渋滞が予想される昼間 12時間（7時～19時）を扱った。 

出典： 「平成 21 年度名鉄名古屋本線（山崎川～天白川）連続立体交差事業に係る踏切交通量調査等業務委託報告書」（名古屋

市、平成 22年）より集計 

 

表 5-9-3 路線別の平均旅行速度 

（単位：km/h） 

道路名 
調査区間を

含む踏切名 
走行方向 

混雑時 

旅行速度 

昼間非混雑時

旅行速度 

昼間 12時間 

平均旅行速度 

主要市道東海橋線 桜2号 
上り 14.6 17.8 16.5 

下り 10.4 15.4 13.2 

一般県道緑瑞穂線 本笠寺１号 
上り 13.6 14.8 14.3 

下り 13.9 14.1 14.0 

一般県道笠寺星崎線 本星崎 1号 
上り 20.7 27.0 24.2 

下り 16.2 16.4 16.3 

主要県道諸輪名古屋線 鳴海 8号 
上り 14.6 17.0 16.1 

下り 4.6 12.4 7.6 

平均 13.6 16.9 15.3 

出典： 「平成 27年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査」(国土交通省道路局企画課、平成 29年)より集計 
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表 5-9-4 名古屋市人口集中地区（DID）における一般道路の昼間 12時間平均旅行速度 

（単位：km/h） 

対象地域 DID(商業地区) DID（商業地区を除く） その他市街部 

主要地方道（県道） 19.7 20.8 24.3 

主要地方道（市道） 20.2 23.1 － 

一般県道 20.3 22.7 17.8 

一般道路計 20.4 25.0 27.9 

出典： 「平成 27年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査」（国土交通省道路局企画課、平成 29年） 

 

 

表 5-9-5 旅行速度別二酸化炭素の排出係数（平成 27年度） 

（単位：g/台 km） 

物質 道路種別 自動車種別 
 速度  

10km/h 20km/h 30km/h 

二酸化炭素 愛知県内全道路 

乗用車 0.276 0.182 0.148 

バス 0.889 0.685 0.610 

小型貨物車 0.343 0.240 0.205 

普通貨物車 0.776 0.598 0.531 

出典： 「自動車交通環境影響総合調査報告書（平成 28年度）」(環境省水・大気環境局自動車環境対策課、平成 29年) 
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5-9-2 予測 
（1） 供用時の温室効果ガス等（鉄道施設の供用） 

A 案（高架化）実施後の鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等が周辺環境に及ぼす影響について予

測を行った。 

ア 予測事項 
温室効果ガス等（二酸化炭素）の排出量 

イ 予測対象時期 
事業実施前及び供用時 

ウ 予測地点 
踏切位置周辺 

エ 予測方法 
(ｱ) 予測手順 
鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等の削減量の予測の手順は、図 5-9-2 のとおりであり、事業

実施前と供用時における平均旅行速度から排出係数を設定し、最大渋滞長の平均及び踏切交通量

を乗じることにより二酸化炭素排出量を計算し、それを比較した。 

区間平均走行速度については、事業実施前の旅行速度は「平成 27年度全国道路・街路交通情勢

調査 一般交通量調査」の路線別旅行速度の平均値(15.3km/h)から、供用時の旅行速度は名古屋

市の人口集中地区（DID）における一般道路昼間平均旅行速度（25.0km/h）から１の位を切り捨て、事

業実施前を 10km/h、供用時を 20km/hと設定した。なお、踏切での停車時及び排出区間として設定し

た最大渋滞長の距離以外における燃料消費については考慮しないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-9-2 鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等の削減量の予測手順 

 

 

 

鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等の削減量 

既存資料 

事業実施前と供用時における 

踏切交通量、最大渋滞長の平均 

事業実施前と供用時における

旅行速度の設定 

自動車交通の排出係数の設定 

事業実施前と供用時における温室効果ガス等の排出量 
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(ｲ) 予測モデル 
事業実施前後における二酸化炭素の排出量及び削減量の予測は、次式により算出することとした。 

 

V = dr × Lmax × T 

V ：排出量（g/昼間12時間） 

dr ：排出係数（g/台km）（表 5-9-5参照） 

Lmax  ：最大渋滞長の平均（km）（表 5-9-2参照） 

T ：踏切交通量（台/昼間12時間）（表 5-9-2参照） 

 

二酸化炭素排出削減量 ＝ 旅行速度向上前の排出量 － 旅行速度向上後の排出量 

 

オ 予測結果 
鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等の予測結果は、表 5-9-6のとおりである。 

事業実施前後の昼間における年間排出量の削減量（削減率）は、二酸化炭素が 0.8t/年（約 33％）

と予測される。 

 

表 5-9-6 鉄道施設の存在に伴う温室効果ガス等(二酸化炭素)の予測結果 

踏切 

昼間における年間排出量（t/年） 

事業実施前（B案） 
（10km/h） 

踏切除却後（A案） 
（20km/h） 

桜５号 0.3 0.2 

桜２号 1.1 0.8 

桜１号 0.0 0.0 

本笠寺２号 0.0 0.0 

本笠寺１号 0.1 0.1 

本星崎４号 0.0 0.0 

本星崎３号 0.0 0.0 

本星崎１号 0.0 0.0 

鳴海８号 0.9 0.6 

合計 2.4 1.6 

削減量（削減率） 0.8（33.3％） 

注）1．昼間は 7時～19時 

2．四捨五入により、合計があわないことがある。 

 

5-9-3 評価 
A案（鉄道高架で事業を実施する）と B案（事業を実施しない）の比較により評価を行った。 

予測結果によると、A案は B案に比べ温室効果ガス等(二酸化炭素)は約 33％減少する。以上により、

A案の影響が小さいと判断した。 

A 案の場合、鉄道施設の供用に伴う温室効果ガス等については、踏切の除却による自動車旅行速

度の向上及び自動車交通の渋滞緩和により削減され、周辺環境の改善に資すると判断する。 
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＜参考資料＞ 

参考として、二酸化炭素排出量算出表を参考表 5-9-1に示す。 

 

 

 

 

 

参
考
表

5
-
9
-
1
 
二
酸
化
炭
素
排
出
量
算
出
表

 

項
目

踏
切

小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物

東
方
向

西
方
向

小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物
小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物

合
計

桜
５
号

4
,7

3
2

5
3

1
,5

7
6

3
3

3
9
2

3
1
5

0
.3

5
4

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

4
6
1
.4

6
1
6
.6

5
1
9
1
.2

6
9
.0

6
6
7
8
.4

3
0
.2

5

桜
２
号

1
0
,6

6
1

9
6

3
,2

3
6

1
,1

6
2

6
1
6

5
8
1

0
.5

9
9

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

1
7
6
0
.2

0
5
1
.0

6
6
6
4
.9

1
5
4
0
.0

0
3
0
1
6
.1

7
1
.1

0

桜
１
号

3
8
7

2
8
5

1
6

1
1
9

0
0
.0

6
0

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

6
.3

5
0
.1

1
1
.7

4
0
.7

4
8
.9

3
0
.0

0

本
笠
寺
２
号

4
9

0
1
3

0
7

7
0
.0

0
7

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

0
.0

9
0
.0

0
0
.0

3
0
.0

0
0
.1

3
0
.0

0

本
笠
寺
１
号

2
,5

0
1

1
5

7
4
7

1
6
3

1
6
8

2
2
4

0
.1

9
6

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

1
3
5
.2

3
2
.6

1
5
0
.2

7
2
4
.8

1
2
1
2
.9

1
0
.0

8

本
星
崎
４
号

6
5
6

3
1
2
2

2
3

2
1

1
2
6

0
.0

7
4

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

1
3
.3

0
0
.2

0
3
.0

8
1
.3

1
1
7
.8

9
0
.0

1

本
星
崎
３
号

4
6
4

0
1
9
6

2
2

4
9

9
1

0
.0

7
0

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

8
.9

6
0
.0

0
4
.7

1
1
.2

0
1
4
.8

7
0
.0

1

本
星
崎
１
号

1
,0

9
5

0
3
9
8

6
4

1
1
2

1
1
9

0
.1

1
6

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

3
4
.8

9
0
.0

0
1
5
.7

8
5
.7

4
5
6
.4

1
0
.0

2

鳴
海
８
号

9
,9

8
1

7
5

2
,9

8
1

1
,2

8
9

4
4
8

5
6
0

0
.5

0
4

0
.2

7
6

0
.8

8
9

0
.3

4
3

0
.7

7
6

1
3
8
7
.7

3
3
3
.5

9
5
1
5
.8

0
5
0
4
.4

4
2
4
4
1
.5

6
0
.8

9

合
計

3
8
0
8
.2

3
1
0
4
.2

2
1
4
4
7
.5

8
1
0
8
7
.2

9
6
4
4
7
.3

1
2
.3

5
4
8

項
目

踏
切

小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物

東
方
向

西
方
向

小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物
小
型
乗
用
大
型
乗
用
小
型
貨
物
大
型
貨
物

合
計

桜
５
号

4
,7

3
2

5
3

1
,5

7
6

3
3

3
9
2

3
1
5

0
.3

5
4

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

3
0
3
.6

1
1
2
.8

4
1
3
3
.8

1
6
.9

7
4
5
7
.2

3
0
.1

7

桜
２
号

1
0
,6

6
1

9
6

3
,2

3
6

1
,1

6
2

6
1
6

5
8
1

0
.5

9
9

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

1
1
5
8
.1

1
3
9
.3

7
4
6
5
.1

7
4
1
5
.8

1
2
0
7
8
.4

6
0
.7

6

桜
１
号

3
8
7

2
8
5

1
6

1
1
9

0
0
.0

6
0

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

4
.1

8
0
.0

8
1
.2

1
0
.5

7
6
.0

4
0
.0

0

本
笠
寺
２
号

4
9

0
1
3

0
7

7
0
.0

0
7

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

0
.0

6
0
.0

0
0
.0

2
0
.0

0
0
.0

8
0
.0

0

本
笠
寺
１
号

2
,5

0
1

1
5

7
4
7

1
6
3

1
6
8

2
2
4

0
.1

9
6

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

8
8
.9

7
2
.0

1
3
5
.1

7
1
9
.1

0
1
4
5
.2

5
0
.0

5

本
星
崎
４
号

6
5
6

3
1
2
2

2
3

2
1

1
2
6

0
.0

7
4

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

8
.7

5
0
.1

5
2
.1

5
1
.0

1
1
2
.0

7
0
.0

0

本
星
崎
３
号

4
6
4

0
1
9
6

2
2

4
9

9
1

0
.0

7
0

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

5
.9

0
0
.0

0
3
.3

0
0
.9

2
1
0
.1

1
0
.0

0

本
星
崎
１
号

1
,0

9
5

0
3
9
8

6
4

1
1
2

1
1
9

0
.1

1
6

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

2
2
.9

6
0
.0

0
1
1
.0

4
4
.4

2
3
8
.4

2
0
.0

1

鳴
海
８
号

9
,9

8
1

7
5

2
,9

8
1

1
,2

8
9

4
4
8

5
6
0

0
.5

0
4

0
.1

8
2

0
.6

8
5

0
.2

4
0

0
.5

9
8

9
1
3
.0

4
2
5
.9

0
3
6
0
.8

6
3
8
8
.4

3
1
6
8
8
.2

3
0
.6

2

合
計

2
5
0
5
.5

8
8
0
.3

5
1
0
1
2
.7

4
8
3
7
.2

4
4
4
3
5
.8

9
1
.6

2
0
2

1
2
時
間
交
通
量

(台
)

T
最
大
渋
滞
長
(m
)

最
大
渋
滞
長

平
均

（
km
）

L
m

ax

二
酸
化
炭
素
の
排
出
原
単
位
・
2
0
km
/
h

（
g/
台
km
）

ｄ
ｒ

排
出
量

(g
/
昼
間
1
2
時
間
)

V
V

 =
 d

r 
×

 L
m

ax
 ×

 T

排
出
量

(t
/
年
)

1
2
時
間
交
通
量

(台
)

T

最
大
渋
滞
長

(m
)

最
大
渋
滞
長

平
均

（
km
）

L
m

ax

二
酸
化
炭
素
の
排
出
原
単
位
・
1
0
km
/
h

（
g/
台
km
）

ｄ
ｒ

排
出
量

(g
/
昼
間
1
2
時
間
)

V
V

 =
 d

r 
×

 L
m

ax
 ×

 T

排
出
量

(t
/
年
)



 

（212） 

 


